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数学 補充プリント(1) ３年 組 番 氏名（ ）

式による説明の問題(中学２年)
問題１ 「奇数と偶数の差は奇数となります」 例 ３５－１０＝２５

このことを文字を使って説明しなさい。 ２１－ ８＝１３

（わからない人は 中２の教科書 p27例題２を参考にする）

〔解答〕
ｍ，ｎを整数とすると、奇数は２ｍ＋１、偶数は２ｎと表すことができる。
その２数の差は、
(２ｍ＋１)ー２ｎ

＝２ｍ＋１－２ｎ
＝２ｍ－２ｎ＋１
＝２(ｍ－ｎ)＋１

ｍ－ｎは整数だから、２(ｍ－ｎ)＋１は奇数である。
したがって、奇数と偶数の差は奇数になる。

問題２ 「奇数と奇数の和は偶数になる」 例 １５＋ ９＝２４

このことを文字を使って説明しなさい。 ７＋２９＝３６

〔解答〕
ｍ，ｎを整数とすると、２つの奇数は２ｍ＋１、２ｎ＋１と表すことができる。
その２数の和は、
(２ｍ＋１)＋(２ｎ＋１)

＝２ｍ＋１＋２ｎ＋１
＝２ｍ＋２ｎ＋２
＝２(ｍ＋ｎ＋１)

ｍ＋ｎ＋１は整数だから、２(ｍ＋ｎ＋１)は偶数である。
したがって、奇数と奇数の和は偶数になる。

問題３ 「連続する３つの整数の和は３の倍数になる」 例 １＋２＋３＝６

このことを説明しなさい。 ８＋９＋10＝27

（わからない人は中２のワーク p17を参考にすること）

〔解答〕
ｎを整数とすると、連続する３つの整数は ｎ－１，ｎ，ｎ＋１と表すことができる。
その３数の和は、
(ｎ－１)＋ｎ＋(ｎ＋１)

＝ｎ－１＋ｎ＋ｎ＋１ (point)
＝３ｎ 問題１や問題２は２つの数

を表すとき、文字を２つ使う。

ｎは整数だから、３ｎは３の倍数である。
したがって、連続する３つの整数の和は３の倍数になる。 しかし、問題３は「連続する」

３つの数だから、文字は１つ

で、３つの数を表す。
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数学 補充プリント(2) ３年 組 番 氏名（ ）

問題４ 「連続する２つの奇数の和は４の倍数になる」 例 ３＋５＝８

このことを説明しなさい。 13＋15＝28

（わからない人は中２のワーク p25を参考にすること）

〔解答〕
ｎを整数とすると、連続する２つの奇数は ２ｎ－１，２ｎ＋１と表すことができる。
その２数の和は、
(２ｎ－１)＋(２ｎ＋１)

＝２ｎ－１＋２ｎ＋１ (point)
＝４ｎ この問題も、問題３と同じ

で、「連続する」２つの数だ

ｎは整数だから、４ｎは４の倍数である。 だから、文字は１つ使う。

したがって、連続する２つの奇数の和は４の倍数になる。

問題５ 右の図のように、カレンダーの４つの数を四角で

囲む。このとき、４つの和は４の倍数になることを

説明しなさい。

〔解答〕
ｎを整数とすると、４つ奇数は ｎ ｎ＋１
と表すことができる。 ｎ＋７ ｎ＋８
その４数の和は、
ｎ＋(ｎ＋１)＋(ｎ＋７)＋(ｎ＋８)

＝ｎ＋ｎ＋１＋ｎ＋７＋ｎ＋８
＝４ｎ＋１６
＝４(ｎ＋４)

ｎ＋４は整数だから、４(ｎ＋４)は４の倍数である。
したがって、カレンダーで囲んだ４つの数の和は４の倍数になる。

問題６ 「２桁の自然数と、その自然数の十の位と一の位を入れた数

との差は９の倍数になる」 例 ５３－３５＝１８

このことを説明しなさい。 ８１－１８＝６３

（わからない人は中２の教科書 p28例題３を参考にすること）
〔解答〕
２桁の自然数の十の位をχ，一の位をｙとすると、
もとの数は １０χ＋ｙ
入れかえてできる数は １０ｙ＋χ と表すことができる。

この２つの数の差は、
＝(１０χ＋ｙ)－(１０ｙ＋χ)
＝１０χ＋ｙ－１０ｙ－χ
＝９χ－９ｙ
＝９（χーｙ）

χーｙは整数だから、９(χ－ｙ)は９の倍数である。
したがって、２桁の自然数と、その自然数の十の位と一の位を入れかえた数との差は

９の倍数になる。

(point)
カレンダーは、左上をｎとす

ると、４つの数は文字１つで

表すことができる。
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数学 補充プリント(3) ３年 組 番 氏名（ ）

三角形の合同の証明問題・三段論法による証明

問題７ 三角形の合同の証明

左の図で、△ＡＢＣ≡△ＱＲＰを証明しなさい。

〔証明〕
△ＡＢＣと△ＱＲＰで、
ＢＣ＝ＲＰ＝７cm …①
∠Ｂ＝∠Ｒ＝30° …②
∠Ｃ＝∠Ｐ＝60° …③

①②③より
１組の辺とその両端の角がそれそれ等しいから
△ＡＢＣ≡△ＱＲＰ

問題８ 三角形の合同の証明

左の図で、ＡＢ＝ＣＢ、ＡＤ＝ＣＤならば△ＡＢＤ≡△ＣＢＤを証明しなさい。

〔証明〕
△ＡＢＤと△ＣＢＤで、
仮定より
ＡＢ＝ＣＢ …①
ＡＤ＝ＣＤ …②
共通な辺だから
ＢＤ＝ＢＤ …③

①②③より
３組の辺がそれそれ等しいから
△ＡＢＤ≡△ＣＢＤ

問題９ 三角形の合同の証明

左の図で、ＡＤ//ＢＣ、ＡＭ＝ＣＭならばＤＭ＝ＢＭであることを証明しなさい。

（仮定と結論も書くこと）

〔証明〕
△ＡＤMと△ＣＢMで、
仮定より
ＡＭ＝ＣＭ …①
ＡＤ//ＢＣで錯角は等しいから
∠Ａ＝∠Ｃ …②

〔仮定〕 対頂角は等しいから
ＡＤ//ＢＣ ∠ＡＭＤ＝∠ＣＭＢ …③
ＡＭ＝ＣＭ

①②③より
〔結論〕 １組の辺とその両端の角がそれそれ等しいから
ＤＭ＝ＢＭ △ＡＤＭ≡△ＣＢＭ

よって、 ＤＭ＝ＢＭ

(point)
問題７のように具体的に長さや角の

大きさが書いてなくても、問題文で等

しいと書いてあるところを使う→それ

を「仮定」という。また、くっついて

いる辺を「共通の辺」という。

(point)
等しい長さや、等しい角のと

ころがわかっているので、それ

を並べる

どの合同条件に合うか考える

(point)
ＡＤ//ＢＣは平行であ

り長さが等しいとは書

いてない。→よって、

「平行線の錯角が等し

い」を使う！。
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数学 補充プリント(4) ３年 組 番 氏名（ ）

問題１０ 三角形の合同の証明

左の図で、ＡＢ＝ＣＤ、∠ＡＢＤ＝∠ＣＤＢならば、ＡＤ//ＢＣである。

このことを証明しなさい（仮定と結論も書くこと）。

〔証明〕
△ＡＢＤと△ＣＤＢで、
仮定より

ＡＢ＝ＣＤ …①
∠ＡＢＤ＝∠ＣＤＢ …②
共通な辺だから

ＢＤ＝ＤＢ …③

①②③より
〔仮定〕 ２組の辺とその間の角がそれそれ等しいから

ＡＢ＝ＣＤ △ＡＢＤ≡△ＣＤＢ
∠ＡＢＤ＝∠ＣＤＢ よって、∠ＡＤＢ＝∠ＣＢＤ

錯角が等しいから
〔結論〕 ＡＤ//ＢＣ

ＡＤ//ＢＣ

問題１１ 三角形の合同の証明

左の図で、∠ＸＯＹの二等分線上の点Ｐから、ＯＸ、ＯＹに垂線をひき、交点を

それぞれ、Ａ，Ｂとする。このとき、ＰＡ＝ＰＢであることを証明しなさい。

〔証明〕
△ＡＯＰと△ＢＯＰで、
仮定より
∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＰ …①
∠ＯＡＰ＝∠ＯＢＰ＝90° …②

共通な辺だから
ＯＰ＝ｏｐ …③

〔仮定〕 ①②③より
∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＰ 斜辺と１つの鋭角がそれそれ等しいから
∠ＯＡＰ＝∠ＯＢＰ＝90° △ＡＯＰ≡△ＢＯＰ

よって、
〔結論〕 ＰＡ＝ＰＢ

ＰＡ＝ＰＢ

問題１２ 三段論法を使った証明 左の図で、ℓ//ｍ、∠ＡＢＣ＝∠ＣＢＤのとき、

△ＡＢＣは二等辺三角形であることを証明しなさい。

〔証明〕
Ａ Ｃ 仮定より

ℓ ∠ＡＢＣ＝∠ＣＢＤ …①
ℓ//ｍで錯角は等しいから
∠ＡＣＢ＝∠ＣＢＤ …②
①②から
∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ

ｍ Ｄ △ＡＢＣで２角が等しいから
Ｂ △ＡＢＣは二等辺三角形である。

(point)
ＡＤ//ＢＣを証明するため

には錯角が等しいこと証明

する必要がある

(三段論法のpoint)
ＡとＢは等しい(Ａ＝Ｂ)

ＣとＢも等しい(Ｃ＝Ｂ)

よって、ＡとＣは等しい

(Ａ＝Ｃ)


